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付
録
① 

 

川
越
い
も
の
歴
史
年
表 

 
(

井
上 

浩
編
、
一
九
八
二
年
作
成)

 

  

一
四
九
二(

明
応
一)

 

コ
ロ
ン
ブ
ス
、
ア
メ
リ
カ
発
見
。 

甘
藷
、
急
速
に
世
界
的
に
ひ
ろ
が
り
は
じ
め
る
。 

一
五
九
四(

文
禄
三)

 
明
の
万
暦
二
十
二
年
、
陳
振
龍
、
当
時
ア
ジ
ア
で
の
甘
藷
作
り
の
先
進
地
だ
っ

た
ル
ソ
ン(

フ
ィ
リ
ピ
ン)

よ
り
、
持
ち
出
し
禁
止
だ
っ
た
甘
藷
を
ひ
そ
か
に
閩 び

ん

(

福
建)
に
持
ち
帰
る
。 

一
六
〇
五(

慶
長
十)

 

那
覇
の
野
國
總
管
、
閩
よ
り
甘
藷
を
持
ち
帰
る
。 

琉
球
で
は
一
九
五
五(

昭
和
三
十
年)

年
、「
野
國
總
管
甘
藷
伝
来
三
百
五
十
年
記

念
切
手
」
を
発
行
し
て
い
る
。
な
お
沖
縄
の
祖
国
復
帰
は
一
九
七
二(

昭
和
四
十

七)

年
で
あ
り
、
当
時
は
米
軍
の
占
領
下
に
あ
っ
た
。 

一
六
一
五(

元
和
三)

 

平
戸
の
イ
ギ
リ
ス
商
館
長
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
コ
ッ
ク
ス
、
琉
球
よ
り
入
手
し
た
藷

を
栽
培
。 

一
六
三
九(

寛
永
十
六)

 

清
の
除
光
啓
、
『
農
政
全
書
』
を
出
す
。
わ
が
国
の
農
書
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
。 

一
六
九
七(

元
禄
十)

 

宮
崎
安
貞
、『
農
業
全
書
』
を
出
す
。「
薩
摩
長
崎
に
て
は
琉
球
芋
又
赤
芋
と
云
ふ
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て
多
く
つ
く
る
と
見
え
た
り
」
と
あ
る
。 

一
七
一
七(

享
保
二)

 

京
都
の
本
草
学
者
、
松
岡
成
章
の
『
蕃
藷
録
』
成
る
。
京
都
南
方
、
摂
州
天
王
子
、 

和
州
木
津
、
紀
州
、
参
州
、
肥
後
長
崎
な
ど
に
多
く
作
り
、
四
方
に
出
し
て
売
っ

た
と
あ
る
。 

一
七
三
二(

享
保
十
七)

 

西
国
大
飢
饉
。
石
見
国
大
森
銀
山
領
代
官
、
井
戸
平
左
衛
門
、
領
内
に
甘
藷
栽
培 

を
奨
め
る
。
の
ち
「
い
も
代
官
」
と
い
わ
れ
る
。 

一
七
三
五(

享
保
二
十)

 

青
木
昆
陽
、
『
蕃
薯
考
』
を
書
く
。 

 

幕
命
に
よ
り
、
江
戸
小
石
川
の
薬
草
園
で
甘
藷
を
試
作
、
一
度
で
成
功
す
る
。
関

東
で
の
甘
藷
作
り
は
、
こ
れ
よ
り
ま
ず
上
総
、
下
総
方
面
で
盛
ん
に
な
る
。 

一
七
五
一(

寛
延
四)

 
武
蔵
野
台
地
中
央
部
の
南
永
井(

所
沢
市)

の
名
主
、
吉
田
弥
右
衛
門
、
上
総
よ
り

種
い
も
を
買
い
求
め
て
、
さ
つ
ま
い
も
を
試
作
、
成
功
。
近
隣
に
も
そ
の
栽
培
を

奨
め
て
い
る
。 

 

同
家
地
先
に
は
「
史
蹟
南
永
井
さ
つ
ま
い
も
始
作
地
之
碑
」
が
建
て
ら
れ
て
い

る
。 

寛
延
四
年
は
川
越
い
も
の
作
り
初
め
の
年
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
小
川
顕
道
の
『
塵

塚
談
』
に
よ
る
と
、
当
時
す
で
に
上
総
、
下
総
、
銚
子
、
岩
槻
、
伊
豆
大
島
な
ど

が
、
関
東
で
の
さ
つ
ま
い
も
産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
と
あ
る
。 

一
七
八
二(

天
明
二)

 

天
明
の
飢
饉
は
じ
ま
る
。 

武
州
多
摩
郡
小
川
村 

(

小
平
市)

の
名
主
、
弥
次
郎
、
代
官
の
命
で
甘
藷
の
試
作

を
始
め
る
が
、
最
初
は
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
。
同
じ
武
蔵
野
台
地
上
の
畑
作
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村
で
も
、
西
の
方
で
は
甘
藷
作
り
が
三
十
年
以
上
も
遅
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。 

一
七
九
三(

寛
政
五)

 

こ
の
頃
江
戸
に
焼
芋
屋
現
わ
れ
る
。
そ
の
前
は
ふ
か
し
い
も
屋
だ
け
だ
っ
た
。
焼

芋
は
江
戸
っ
子
の
好
み
に
あ
っ
た
と
み
え
、
大
変
な
人
気
で
、
た
ち
ま
ち
焼
芋

屋
の
な
い
町
は
な
い
ほ
ど
に
な
っ
た
。 

「
栗
」
の
味
に
か
け
た
、
「
八
里
半
」
と
か
、
栗
よ
り
う
ま
い
「
十
三
里
」
が
そ

の
看
板
だ
っ
た
。 

一
八
〇
四(

文
化
一)

 

文
化
文
政
期 

(

一
八
〇
四
～
三
十)

の
江
戸
の
焼
芋
屋
は
大
盛
況
だ
っ
た
。
こ
の

頃
の
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
の
城
村 

(

所
沢
市)

の
項
に
は
「
此
辺
ス
ヘ
テ
甘

藷
ヲ
種
へ
、
又
薪
ヲ
採
テ
江
戸
二
送
リ
生
産
ノ
資
ト
ス
」
と
あ
る
。 

川
越
地
方
は
新
河
岸
川
の
舟
運
で
江
戸
と
直
結
し
て
い
た
の
で
、
甘
藷
の
よ
う

な
重
い
物
の
運
搬
も
容
易
だ
っ
た
。 

一
八
一
七(

文
化
十
四)
 

こ
の
頃
よ
り
江
戸
に
甘
藷
問
屋
が
で
き
る
。
甘
藷
の
流
通
量
が
無
視
で
き
な
い

ほ
ど
多
く
な
っ
て
き
た
証
拠
だ
。 

一
八
一
八(

文
化
十
五)

 

江
戸
の
文
人
、
独
笑
庵
立
義
、
『
川
越
松
山
之
記
』
で
、
富(

三
芳
町)

の
さ
つ
ま

い
も
の
味
が
す
ば
ら
し
い
と
絶
賛
し
て
い
る
。
南
永
井
や
上
富
、
中
富
、
下
富
な

ど
の
三
富
は
、
川
越
い
も
の
「
本
場
中
の
本
場
」
だ
。 

一
八
一
九(

文
政
二)

 

堀
兼
村(

狭
山
市)

の
よ
う
な
先
発
甘
藷
村
に
と
っ
て
、
新
し
い
村
々
が
甘
藷
作 

り
に
入
っ
て
く
る
こ
と
は
、
高
価
格
維
持
上
、
迷
惑
な
こ
と
だ
っ
た
。
そ
こ
で
先

発
の
村
々
が
一
致
し
て
、
後
発
の
村
々
へ
苗
を
渡
さ
な
い
こ
と
を
決
め
て
い
る
。 
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当
時
甘
藷
は
先
発
村
に
と
っ
て
「
畑
方
第
一
の
作
品
」
に
な
っ
て
い
た
。 

一
八
三
一(

天
保
二)

 

川
越
領
の
甘
藷
村
、
二
十
四
か
村
、
他
領
の
村
と
も
結
束
し
て
江
戸
の
甘
藷
問

の
専
横
排
除
を
訴
え
出
て
い
る
。
甘
藷
の
自
由
販
売
を
要
求
。 

一
八
四
一(

天
保
五)

 

水
野
忠
邦
の
「
天
保
の
改
革
」 

は
じ
ま
る
。 

こ
の
頃
の
諸
国
番
付
の
一
つ
、
「
天
保
時
代
名
物
競
」
の
ド
ン
ジ
リ
に
「
川
越
、 

薩
摩
芋
」
と
あ
る
。 

一
八
六
八(

明
治
一)

 

明
治
維
新
。
江
戸
は
東
京
と
変
っ
た
が
、
焼
芋
屋
は
ま
す
ま
す
繁
昌
。
明
治
期 

こ
そ
焼
芋
屋
の
全
盛
期
だ
っ
た
。 

一
八
八
九(

明
治
二
十
二)

 

蓮
田
市
の
飯
野
喜
四
郎
、
大
宮
台
地
の
甘
藷
を
鉄
道
で
白
河
に
送
っ
た
と
こ

ろ
高
値
で
売
れ
た
。 

川
越
地
方
の
甘
藷
も
鉄
道
の
発
達
に
つ
れ
、
従
来
の
東
京
向
け
以
外
に
、
東
北
、

北
陸
、
北
海
道
方
面
に
ま
で
送
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

一
八
九
八(

明
治
三
十
一)

大
宮
台
地
上
の
針
ヶ
谷(

浦
和
市)

の
山
田
い
ち
、「
八
ツ
房
」
種
中
よ
り
と
り
わ

け
肌
の
鮮
紅
色
な
い
も
を
発
見
、
「
紅
赤
」
と
命
名
。
東
京
市
場
で
大
評
判
と
な

る
。 

 

一
九
一
〇(

明
治
四
十
三)

 

川
越
市
今
福
の
赤
沢
仁
兵
衛
、『
実
験
甘
藷
栽
培
法
』
を
出
版
。
従
来
の
単
位

面
積
当
り
収
量
を
二
倍
以
上
に
引
き
上
げ
た
。 

一
九
一
二(

大
正
一)

 

埼
玉
県
農
事
試
験
場
、
農
林
省
の
指
示
で
紅
赤
の
系
統
選
抜
に
着
手
。
埼
玉
県
、

「
太
白
」
の
系
統
選
抜
に
着
手
。 

一
九
一
四(

大
正
三)

 

赤
沢
仁
兵
衛
、
『
赤
沢
式
甘
藷
栽
培
改
良
秘
伝
書
』
出
版
。
赤
沢
式
は
大
宮
台
地
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方
面
に
ま
で
普
及
し
た
が
、
彼
の
扱
っ
た
品
種
は
、
赤
ヅ
ル
、
青
ヅ
ル
の
「
川
越

種
」
だ
っ
た
。
「
川
越
種
」
は
焼
芋
用
と
し
て
は
す
ぐ
れ
て
い
た
が
、
ふ
か
し
い

も
に
も
焼
芋
に
も
適
し
て
い
た
ベ
ニ
ア
カ
に
は
及
ば
ず
、
大
正
に
入
る
と
川
越

地
方
も
ベ
ニ
ア
カ
中
心
に
な
っ
て
い
っ
た
。 

一
九
一
五(

大
正
四)

 

埼
玉
県
「
オ
イ
ラ
ン
」
の
系
統
選
抜
に
着
手
。 

一
九
一
九(
大
正
八)

 

「
紅
赤
埼
一
号
」
、
「
太
白
埼
一
号
」
発
表
。
埼
玉
県
下
に
配
布
、
奨
励
。 

一
九
二
〇(

大
正
九)

 

「
オ
イ
ラ
ン
埼
一
号
」
発
表
。 

一
九
二
三(

大
正
十
二)

 

関
東
大
震
災
。 

大
正
期
に
入
る
と
東
京
の
焼
芋
屋
は
衰
え
は
じ
め
た
が
、
大
震
災
を
機
に
急
激 

に
衰
退
、
そ
れ
と
と
も
に
川
越
地
方
の
さ
つ
ま
い
も
も
打
撃
を
受
け
る
。 

一
九
三
〇(

昭
和
五)

 

埼
玉
県
試
験
場
入
間
川
園
芸
部
、
洪
積
火
山
灰
土
壌
地
帯
の
園
芸
振
興
の
た
め

入
間
川
町 

(
狭
山
市)

に
設
立
さ
れ
る
。
地
域
農
民
の
要
望
に
こ
た
え
、
川
越
い

も
の
試
験
、
研
究
の
う
え
で
も
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い
く
。 

一
九
三
一(

昭
和
六)

 

満
州
事
変
起
る
。 

十
五
年
間
も
の
長
い
長
い
戦
争
時
代
は
じ
ま
る
。 

一
九
三
四(

昭
和
九)

 

「
沖
縄
百
号
」
発
表
。
戦
時
下
の
多
収
品
種
と
し
て
一
躍
有
名
に
な
る
。 

一
九
三
七(

昭
和
十
二)

 

日
中
全
面
戦
争
へ
。 

 

「
茨
城
一
号
」
発
表
。
ア
ル
コ
ー
ル
専
用
だ
っ
た
が
、
の
ち
食
用
と
し
て
も
配
給

さ
れ
、 

ま
ず
い
い
も
と
し
て
有
名
に
な
る
。 

一
九
四
一(

昭
和
十
六)

 

太
平
洋
戦
争
は
じ
ま
る
。 
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い
も
類
も
自
由
販
売
禁
止
さ
れ
る
。 

一
九
四
二(

昭
和
十
七)

「
農
林
一
号
」
、
「
農
林
二
号
」
発
表
。 

一
九
四
五(

昭
和
二
十)

 

敗
戦
。
長
か
っ
た
戦
争
は
終
っ
た
が
、
食
糧
難
と
悪
性
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
が

激
化
、
川
越
地
方
に
も
ヤ
ミ
い
も
を
求
め
る
買
い
出
し
客
が
押
し
寄
せ
た
。 

 

「
高
系
十
四
号
」
発
表
。 

一
九
四
七(
昭
和
二
十
二)

食
糧
の
配
給
が
遅
れ
続
け
て
い
た
。
そ
ん
な
中
で
ヤ
ミ
食
糧
の
購
入
を
拒
否
し

続
け
て
い
た
東
京
地
方
裁
判
所
の
山
口
良
忠
判
事
は
、
つ
い
に
栄
養
失
調
で
死

亡
し
た
。 

一
九
四
九(

昭
和
二
十
四)

供
出
完
了
後
の
農
家
の
い
も
類
の
自
由
販
売
、
許
可
さ
れ
る
。 

国
民
、
飢
餓
状
態
よ
り
よ
う
や
く
脱
出
す
る
。 

一
九
五
〇(

昭
和
二
十
五)

い
も
類
の
統
制
、
撤
廃
さ
れ
る
。 

 

川
越
地
方
の
サ
ツ
マ
イ
モ
も
、
量
よ
り
ふ
た
た
び
質
の
時
代
へ
と
移
り
だ
す
。 

一
九
五
三(

昭
和
二
十
八)

 

川
越
市
中
台
の
坂
本
長
治
氏
、
頼
ま
れ
て
最
初
の
芋
掘
り
観
光
客
を
受
け
入
れ

る
。 

一
九
六
二(

昭
和
三
十
七)

 

県
農
試
入
間
川
支
場
、
ビ
ニ
ー
ル
マ
ル
チ
ン
グ
に
よ
る
早
掘
り
栽
培
試
験(

高

系
十
四
号
使
用)

完
結
、
普
及
活
動
に
入
る
。 

一
九
六
三(

昭
和
三
十
八)

 

坂
本
長
治
氏
ら
の
「
川
越
芋
掘
り
観
光
受
入
組
合
」
結
成
さ
れ
る
。 

一
九
六
七(

昭
和
四
十
二)

 

芋
掘
り
観
光
の
「
初
雁
受
入
組
合
」
、
「
大
東
受
入
組
合
」
結
成
。 

一
九
七
五(

昭
和
五
十)

 

こ
の
頃
よ
リ
コ
ガ
ネ
ム
シ
類
に
よ
る
甘
藷
被
害
が
続
出
、
日
本
経
済
の
高
度
成

長
と
と
も
に
減
少
し
続
け
て
い
た
川
越
地
方
の
サ
ツ
マ
イ
モ
畑
は
さ
ら
に
打
撃
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を
受
け
る
。 

一
九
八
二(

昭
和
五
十
七)

 

昭
和
四
十
年
以
来
、
埼
玉
県
園
芸
試
験
場
、
入
間
川
支
場
と
な
っ
て
い
た
同

場
は
、
同
じ
火
山
灰
土
壊
地
帯
の
入
間
郡
鶴
ヶ
島
町
に
移
転
、「
鶴
ヶ
島
洪
積
畑

支
場
」
と
な
っ
た
。 

 

い
も
類
の
研
究
で
も
ユ
ニ
ー
ク
で
先
進
的
だ
っ
た
同
場
は
、
移
転
を
記
念
し
て

『
入
間
川
支
場
五
十
年
史
』
を
発
行
し
た
。 

  
 

 
 【

川
越
い
も
研
究
会
『
川
越
い
も
の
歴
史
』
（
蔵
造
り
資
料
館
、
一
九
八
二
年
、 

 
三
十
三
～
三
十
六
ペ
ー
ジ
】 
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